
市民と議会との語る会実施報告書 

    

日 時 令和７年 10 月 28 日（火） 午後７時 ～ 午後８時３０分頃 

会 場 武生南公民館 

出 席 議 員 
桶谷議員 小形議員 能勢議員 松本議員 安立議員 佐々木議員 

城戸議員 

参 加 者 ( 市 民 ) 21 名 

司会（班長） 

議会報告者 

全体記録係 

司   会 ： 佐々木議員 

議会報告 ： 桶谷議員 

記   録 ： 能勢議員 

【１部】 

定例会概要報告等 

（報告者桶谷議員） 

Ｑ：市長と語る会（市長後援会主催）で、今年も異常な暑さだったので、児童セ

ンターに、クーラーを設置する提案を行った。市長はわかりましたと答えた。要

望を出すと、どのように伝わっていくのか。また、突発的なこと、急を要するこ

とへの対応はできるのか。 

Ａ：児童センターは、社協が管理している。その辺は多分これからの話し合いに

なると思う。 

Ｑ：自転車活用推進計画とあるが、道路が非常に狭いところがある。自転車に

楽に乗れるようなインフラ整備を検討してほしい。 

Ａ：この意見は、議会からも出ているので、検討しながら進めていくと思う。 

Ｑ：今日の語る会での質問は、紙できちんと保存されるのか。他の語る会に出て

いる議員さんが南地区でこのような質問が出たことがわかるのか。 

Ａ：記録は、しっかりと残している。内容も共有している。 

 

【２部】 

意見交換会 

（１班） 

進行：城戸議員 

記録：能勢議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：空き地の雑草がひどいが、オーナーが対応してくれない。 

Ａ：市は催促状を出すが、それ以上は、市で解決できる問題ではない。しっかり

議会でも、取り組んでいくように努めていく。 

Ｑ：町内に、古い小屋があって、その広い敷地に２、３ｍくらいの草が生い茂っ

ている。苦情も出ていて、市から催促状をだしてほしい。 

Ａ：市（環境政策課）に相談をお願いしたい。 

Ｑ：しきぶ駅に駐車場を作る予定はないのか。 

Ａ：しきぶ駅については、乗客が増えたら、いろんなこところを見直すことを含み

置きで、現状が出来上がった。駐車場は駅が開業して、駅の利用状況に応じ

て、これからの話になっていくと思われる。 

Ｑ：山田市長になってから、前市長時代の借金 78 億円を返したといのは、本当

の話なのか。 

Ａ：数字的には事実です。 

Ｑ：二中の校庭の東側の歩道が、校庭の幅のところだけ暗い理由はなにか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２班） 

進行：小形議員  

記録：桶谷議員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：市の所管課に問合せして、連絡してもらう。（区長に返答済み） 

Ｑ：三ツ口町は、田が埋め立てられていて、除雪の始末ができない。道路脇に

積まれた雪の高さが、２、３ｍに達し、道路側が見えなくて危険。他の方法は

ないのか。 

Ａ：後ほど、連絡する（区長に返答済み） 

 

（その他の意見・要望） 

・婦人福祉協議会で、結婚相談を行っている。独身男性が非常に多い。坂井市

では、役所を挙げて、課を作って取り組んでいる。越前市でも課を作るなど意

気込みをみせてほしい。 

 

 

Ｑ：脱炭素社会の実現（太陽光発電設置）は、採算が合うとは思えない。お金の

無駄ではないか。 

Ａ：小学校のプールの授業は、武生中央公園温水プールで全校行っている。各

学校のプールが空き、国の予算も付いたため、太陽光発電の取り組みを行っ

ている。地元の意見を聞きながら、進める予定である。 

Ｑ：太陽光発電は、更新していかないといけない。その時に国が予算を見てくれ

るか分からない。処分するときのことも決まっていない。 

Ａ：電気代はかかるが、カーボンを排出しないこととなるので、ご理解願いたい。 

Ｑ：去年は、「光る君へ」でインバウンドの集客のため、イベントもしていた。これ

からも観光支援として持続的にやってほしい。 

Ａ：持ち帰り、観光振興のほうで話をする。 

Ｑ：観光推進事業（宿泊施設整備）、１部屋、2 部屋では（観光の推進をしてい

けるのか）。また、武生の料亭では、破綻や補助したお金分も回収できていな

いと聞く。予算をつけてもやらなかったら困る。 

Ａ：越前市は、県内でも宿泊施設が少ない。市は、伴走支援を行っている。 

Ｑ：越前市も、都会、県外から移住を進めるプロジェクトをやっているのか。 

Ａ：実施している。少しハイレベルな知的産業を越前市に作っていくことによっ

て、I ターン U ターンが増えてくると思っている。越前たけふ駅前の未来創造

基地や、村田製作所の研究開発施設など、産業のバランスが良くなることに

よって、地元に戻ってくる人が増えてくるという政策を市は行っている。 

Ｑ：工業高校のグラウンドと、二中のこの間は、防犯灯がついていない。学生が

通っているので、市で、対応してほしい。 

Ａ：後日、回答（区長に返答済み） 

Ｑ：区長も、役員もなり手がいない。市は、振興会をゼロベースで考えるって言

っているが、何も言ってこない。 

Ａ：まだ、結論が出ていない。 

Ｑ：の今回の選挙公報（選挙管理委員会）は、その人のことが、何もわからない



 

 

（３班） 

進行：安立議員 

記録：佐々木議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報が載っている。本人に任せているとのことだが、読んだ人が全くわからな

いようではおかしい。 

Ａ：次の選挙説明会の時には、公報に関しても指導するよう伝える。 

Ｑ：市議会の定年制を設けたらどうか。 

Ａ：全国で、定年制を設けているところはない。 

Ｑ：社会インフラ、特に下水道陥没がある中で、市はどう考えているのか。 

Ａ：継続的に、十数年前から対応している。 

Ｑ：町内で、老朽化し崩れそうな家屋が２か所ある。市に言えばいいのか。 

Ａ：言っていただければよい。市は、区長と話しをして、問題のある空き家を出し

てもらう方向を考えている。市が把握できない部分の調査を始めている。公

費解体には、時間がかかるが実績はある。 

Ｑ：児童センターの空調の問題だが、市長と語る会で、市長に質問した後、どう

消化されて、質問した人に帰ってくるのか。その仕組みがあるのか。 

Ａ：市長と語る会も市議会と語る会も仕組みはない。仕組みについての提案

は、ぜひ検討したいと思う。 

 

（その他要望・意見等） 

・空き家を、お店や土産物屋や、料亭、県外の人の定住に使うなど、再利用で有

効活用するような予算をつけたほうがよい。 

・最近、集合住宅が結構建っている。配布物を配布に回るが、外国人も多く、結

構、負担になっている。オーナーが建築確認を出しに来た時に、区長と話をし

たかの確認をしてほしい。そうなれば、配布物を分けることや区費のことも相

談できる。仕事量を減らしてほしい。 

・空き家の件だが、アライグマなどが住み着いたり、蜂の巣ができたりして、困っ

ている。所有者に管理の周知をしてほしい。 

・草が生え放題の空き地もある。市に言っても、報告はしましたで終わってしま

う。ペナルテイーがない。市に言ってほしい。 

 

 

 

令和７年 12 月 25 日     

越前市議会 議長  様  

第１班  班長 佐々木 哲夫 


